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東京医科大学産科婦人科学分野

西 洋孝

第124回日本産婦人科医会記者懇談会
平成30年10月17日

産婦人科領域におけるロボット
支援下手術の現況と将来性

 低侵襲

 10倍の拡大視野と3Dの立体画像

 自由度７の鉗子

 座位による手術操作

 手ぶれ防止機構

 Motion Scaling機能（縮尺機能）

da Vinci® Surgical Systemの利点
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外科医の職業寿命を延長
→減少傾向にある外科系医師の確保

テレビゲーム世代の若者（学生、研修医）に魅
力ある外科手術教育システムを提供

キツく志望者減の著しい外科系に対する興味↑

Malignant Hyst

Prostatectomy

Sacrocolpopexy

dVCABGLobectomy

Low Anterior ResectionSimple Hyst

Gastric BypassCholecystectomy

多彩なロボット手術
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Intuitive Surgical社の株価

Apple社の株価

FDAの認可
（婦人科と泌尿器科）

iTune
s

iPod
iPhon
e

iPad

リーマンショック

FDAの認可
（一般外科）

14年間に175万件以上のロボット手術が行われ、144
件の死亡例と1391 件の臓器損傷などの合併症の報告
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 機器の大きさ、重量

 セットアップ時間

 ライセンス制

 コストパフォーマンスの悪さ

 触覚がない

da Vinci® Surgical Systemの欠点

TransEnterix社の手術支援ロボット
「Senhance Surgical Robotic System」

 掴む組織の硬さを“感じる”ことができる「Force Feedback」
 視線を動かして器具の動きをコントロールできる「Eye-Tracking）」

新規手術支援ロボット
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他にVerb Surgical社（Googleの関連会社ヴェリ
リー・ライフ・サイエンシズとJ&Jの合弁会社）など

新規手術支援ロボット



7

狭く深いところの手術に威力

ロボット支援下婦人科悪性腫
瘍手術実施施設登録承認状況

件

ロボット支援下手術実施施
設登録についての学会通告

悪性 H26.3月

良性 H26.8月
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婦人科ロボット手術報告件数の推移 使用されたda Vinci®システムの比率

日本産科婦人科学会ロボット支援下手術委員会に報
告された手術件数の内訳 #1（n=357：2014〜2017）

年々、婦人科ロボット手術件数は増加している（＞100件/年）

Si/Xiシステムを使用した手術が約6割を占める

婦人科ロボット手術の対象疾患 婦人科ロボット手術の内容

婦人科ロボット手術の15%が良性、70％が初期の子宮浸潤がん

婦人科ロボット手術の70％以上がRHかRHに準じた術式

病期 n

良性：子宮筋腫 37

前癌病変：CIS/AIS/AEH 16

子宮頸癌 Ia 31

Ib1/IIa1 166

Ib2, IIa2-IV 31

子宮体癌 Ia 51

Ib-III 24

子宮筋腫核出 4%
腟上部切断 6%

単純子宮全摘

18%

準広汎/トラケ

16%

広汎子宮全摘

56%

日本産科婦人科学会ロボット支援下手術委員会に
報告された手術件数の内訳 #2（n=357：2014〜2017）
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まとめ

学会登録施設は32病院のみ（施設登録を促す必要性）

婦人科ロボット手術は子宮がんを中心に年々増加している

対象患者は若く術前の手術リスクは低い

平均出血量は250g未満

平均手術時間は5〜9時間（手術難度に応じて長くなり開腹移行率も高まる）

平均入院期間は約1週間：手術侵襲度に応じて退院日は遅延

リンパ節切除個数は妥当

周術期合併症頻度は腹腔鏡技術認定の有無によらない

婦人科ロボット手術導入期として、総じて安全かつ妥当

都市部と地方の医療格差を埋める
医師偏在の問題を解決
医師の引退を延長
スーパードクターの手術を遠隔地で
地域医療が活性化

遠隔医療としてのロボット手術
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リンドバーグの手術

2001年9月に大西洋を挟んで米国（ ニューヨーク）
とフランス（ストラスブール）間で当時の手術支援ロ
ボットZEUSを用いた胆嚢摘出術が行われ成功。
ニューヨークとストラスブールをフランス電話会社の
専用回線で結び、ニューヨークにいる術者がフランス
の68歳の女性患者の腹腔鏡下胆嚢摘出術を行った。

Operation Lindbergh

既存の情報通信整備網のインフラ(インター
ネット回線)を利用した遠隔手術は可能

遠隔ロボット手術の問題点

 高コスト
 情報流出リスク
 手術時のトラブル対処
 医師偏在の助長
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 骨盤臓器脱
仙骨腟固定術

 子宮頸癌
広汎子宮全摘術

 子宮体癌
傍大動脈リンパ節郭清術を含む手術

今後の婦人科領域のロボット手術


